
学校番号 3009 

令和 5年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業科 
(電気系) 

科目 通信技術 単位数 ２単位 年次 
３年次 

(電子制御専科) 

使用教科書 通信技術（実教出版） 

副教材等 第三級陸上無線特殊技士 法規/無線工学（一般財団法人情報通信振興会） 

 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 現在の私たちは日常生活において携帯電話やコンピュータなどの機器を用いて音声や文章、画像

などの情報をやりとりしています。このように情報を送ったり、受け取ったりすることを通信とい

います。情報を電気信号に変換して扱う通信を電気通信といい、情報化社会の現代においては、そ

の重要性がますます高まっています。この科目では電気通信に関する技術や法規について学んでい

きます。 

 

2 学習の到達目標 

通信技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

修得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

通信技術に関する知

識と技術に関心をも

ち，その習得に向けて

主体的に取り組むと

ともに，実際に活用し

ようとする創造的実

践的な態度を身につ

けている。 

通信技術に関する諸

問題の解決をめざし

て自ら思考を深め，知

識と技術を活用して

適切に判断し，創意工

夫をしながら，それら

を表現する能力を身

につけている。 

通信技術に関する基

礎的・基本的な技術

を身につけ，知識と

技術に基づいた合理

的な作業を計画し，

その技術を適切に活

用している。 

基礎的・基本的な知

識を身につけ，さま

ざまな電気現象や通

信技術を応用する能

力が身についてお

り，技術的に対応す

ることができる。 

 

評
価
方
法 

ノートなどの提出状

況と考査評価、提出物

評価、学習への取り組

み状況等 

ノートなどの提出状

況と考査評価、提出物

評価、学習への取り組

み状況等 

ノートなどの提出状

況と考査評価、提出

物評価、学習への取

り組み状況等 

ノートなどの提出状

況と考査評価、提出

物評価、学習への取

り組み状況等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
章 

有
線
通
信 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ
制
御
） 

 

○電話機 

 

○電話網と交換機 

 

○通信の多重化 

 

○コンピュータの通信 

 

○データ交換網 

 

○コンピュータネット 

 ワーク 

 

○有線通信の伝送路 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 各種電話機の構成と機

能、電話回線網がどのよう

な考え方で構築されている

か、交換機がどのような動

作をするかについて理解し

ている。 

b: 周波数分割多重方式と

時分割多重方式を比較し，

それぞれの考え方の相違を

考察できる。 

c: データ通信やコンピュ

ータネットワークおよび伝

送路の構成、A－D 変換およ

びD－A変換の原理について

理解している。 

d: 伝送路の特徴から伝送

する信号に適するケーブル

を類推し，考察できる。 

ノートの

提出，考査

評価，課

題，学習活

動により

評価する。 

第
２
章 

無
線
通
信 

 

○無線通信のしくみ 

 

○アンテナ 

 

○無線機器 

 

○移動通信 

 

○衛星を利用した 

 通信システム 

 

○無線通信の応用 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 電波とは何か，どのよう

に伝わるのかなどについて

関心をもっている。八木・

宇田アンテナの指向性，バ

ーアンテナの指向性などの

知識を身につけている。 

b: AM 受信機と FM 受信機

の特徴、移動通信のしくみ

を理解している。 

c: 衛星通信・衛星放送シス

テムはどのように構築され

ている理解している。 

d: レーダ、ＧＰＳをはじめ

とする無線通信応用機器に

ついて理解している。 

ノートの

提出，考査

評価，課

題，学習活

動により

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
３
章 

画
像
通
信 

 
 

 

第
４
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
制
御 

○画像通信の基礎 

 

 

○テレビジョン技術 

 

 

○マルチメディアの 

 通信技術 

 

 

○マルチメディアの 

 セキュリティ技術 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: 静止画像および動画像

は，どのようにして送受信

されるか、音や光の性質，

人間の聴覚・視覚の特性に

ついて理解している。 

b: 地上ディジタルテレビ

ジョン放送を中心に，送受

信の流れと原理などについ

ての知識が身についてい

る。 

c: 音や光の性質，人間の聴

覚・視覚の特性を踏まえて，

音声や画像データの圧縮原

理を理解している。 

d: 暗号の重要性と各種の

暗号方式について、また、

インターネットなどにおい

て，暗号がどのように応用

されているかを理解してい

る。 

ノートの

提出，考

査評価，

課題，学

習活動に

より評価

する。 

第
４
章 

通
信
装
置
の
入
出
力
機
器 

 

○情報の入出力機器 

 

○情報の記録・再生装置 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a: マイクロホンやスピー

カにおける電気信号と音の

相互変換がどのように行わ

れているか理解している。 

b: 入出力機器の動作原理

に関する知識が身について

いる。 

c: ディジタル信号の記

録・再生方式の種類と特徴

および原理に関する知識が

身についている。 

d: ハードディスクや光デ

ィスク，およびフラッシュ

メモリなどの情報記録メデ

ィアについて，それぞれの

特徴を理解している。 

ノートの

提出，考

査評価，

課題，学

習活動に

より評価

する。 

 

 

 

 

 

 



 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

第
５
章 

通
信
関
連
法
規 

 
 

 

第
４
章 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
制
御 

○通信と法規 

 

 

○通信に関連する法規 

 

 

○電気通信事業に関連する

法規 

 

 

○その他の法規 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 通信関連法規の目的や，

複数の法規がどのように関

連しているか理解してい

る。 

b: 有線・無線通信におけ

る各種法規の概要につい

て理解している。 

c: 社会生活と通信関連法

規とのかかわりなどについ

理解している。 

d: 不正アクセス禁止法や

国際電気通信連合憲章など

の概要について理解してい

る。 

ノートの

提出，考査

評価，課

題，学習活

動により

評価する。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


